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ま
ち
の

　
予
算

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
と
主
な
施

策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

概
要

　

予
算
は
、
ま
ち
の
将
来
像
「
人
が

集
い　

未
来
を
拓ひ
ら

く
も
の
づ
く
り
と

文
化
の
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
次
安
来
市

総
合
計
画
、
安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
そ
し
て
中

期
財
政
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
一

般
財
源
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る

中
、
予
算
の
見
直
し
も
進
め
ま
し

た
。
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
が
予
算

の
基
本
で
す
。
行
財
政
改
革
の
徹
底

を
図
り
、
創
意
工
夫
や
優
先
順
位
を

持
っ
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
の
安
定
運
営

　

平
成
29
年
度
は
、
未
来
50
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
大
型
事
業

の
数
々
が
終
了
し
ま
し
た
。
７
月
に

安
来
庁
舎
、
９
月
に
総
合
文
化
ホ
ー

ル
が
竣
工
し
、
ま
ち
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
大
型
事
業
が
終
え
た
た
め
安
定

的
な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
編
成
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
安
来
市
独
自
の
ソ
フ
ト
事
業
を

中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

と
く
に
、
市
の
収
入
を
増
や
す
た

め
の
発
展
的
な
事
業
に
は
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
企
業
誘

致
を
は
じ
め
、
農
業
や
観
光
な
ど
の

産
業
振
興
、
定
住
事
業
な
ど
は
着
実

に
成
果
が
出
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　

事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

行
財
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、
創
意

工
夫
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
予

算
編
成
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
事
業

の
成
果
や
優
先
順
位
を
検
証
し
な
が

ら
、
新
規
事
業
や
従
来
事
業
の
別
な

く
事
業
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
第
３
次
行
政
改

革
大
綱
で
位
置
づ
け
た
取
り
組
み
を

確
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
と
く

に
市
の
保
有
す
る
公
共
施
設
は
、
最

適
な
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
た

め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
見
直
し
ま
す
。

会 計 名 予算額 増減率

一般会計 24,930,000 △ 9.7

特別会計 13,849,900 △ 7.8

国民健康保険事業 4,658,000 △ 17.4

後期高齢者医療事業 1,060,000 △ 0.4

介護保険事業 5,021,000 4.2

電気事業 42,000 △ 62.8

下水道事業 3,068,000 △ 9.1

母里財産区 600 0.0

井尻財産区 150 0.0

赤屋財産区 150 △ 16.7

合計 38,779,900 △ 9.0

平成30年度の予算総括表
（単位：千円・％）

大型事業が終了し、
予算規模は縮小しました

平
成
30
年
度
一
般
会
計
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一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

２
４
９
億
３
千
万
円
で
、
前
年
度
比

９
・
７
％
、
26
億
７
千
万
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
安
来
庁

舎
や
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
終
了

な
ど
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
た
め
、
目
的
別
の
項
目
で
は
「
総

務
費
」
と
「
教
育
費
」
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、土
木
費
（
前
年
比
24
・
２
％

の
減
）
な
ど
の
歳
出
予
算
も
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
期
財
政
計
画

を
見
据
え
た
歳
出
と
し
た
た
め
で

す
。

　

一
方
、歳
入
で
は
、国
か
ら
の
「
地

方
交
付
税
」
が
３
億
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
大
型
事

業
の
終
了
に
よ
り
、「
市
債
」
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
法
人
の
固
定
資
産
税
と

法
人
市
民
税
が
好
調
な
た
め
全
体
で

４
・
３
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
を
は
じ
め
と
す
る

「
寄
附
金
」
収
入
は
前
年
度
と
比
べ

て
１
億
円
減
の
３
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

市
税
や
寄
附
金
な
ど
の
自
主
財
源

は
歳
入
全
体
の
32
・
７
％
。
前
年
度

と
比
較
し
て
微
増
で
す
が
、
引
き
続

き
行
政
改
革
な
ど
に
取
り
組
み
財
源

の
確
保
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

歳
入
歳
出
の
特
徴

区分 予算額 前年増減
議会費 206 △ 0.6
総務費 2,960 △ 25.8
民生費 7,221 2.6
衛生費 2,154 12.1
労働費 163 3.5
農林水産業費 1,406 △ 0.9
商工費 945 △ 5.9
土木費 2,235 △ 24.2
消防費 814 △ 0.3
教育費 2,573 △ 30.3
災害復旧費 86 △ 25.9
公債費 3,709 △ 0.9
諸支出金 438 △ 17.3
予備費 20 0.0

合計 24,930 △ 9.7

区分 予算額 前年増減

自

主

財

源

市税 5,179 4.3
分担金・負担金 253 11.2
使用料・手数料 438 △ 0.8
財産収入 18 △ 19.1
繰入金 1,457 △ 33.2
諸収入 499 △ 15.8
寄附金 300 △ 25

依

存

財

源

地方譲与税 245 9.4
地方交付税 8,660 △ 3.3
国庫支出金 2,585 △ 4.2
県支出金 1,581 △ 1.9
交付金等 835 △ 16.9
市債 2,880 △ 35.9
合計 24,930 △ 9.7

平成 30 年度一般会計予算

目的別歳出予算の構成比・内訳

※予算額の単位は千円、増減は％

※予算額の単位は千円、増減は％

一般会計歳入の構成比・内訳

【用語】　民生費…高齢者・障がい者福祉対策、児童対策など
　　　　衛生費…予防接種、各種検診、ごみ処理など
　　　　公債費…借入金の元金・利子の返済など
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【用語】　依存財源…国・県から定められた額を交付されたり
　　　　割り当てられたりする財源
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保険
医療
福祉

54 億
 1 千万円

子育て
教育
文化

52 億
 1 千万円

防災
防犯

8 億
 5 千万円

▼
医
療
施
設
整
備
費
補
助
事
業

１
億
94
百
万
円

　

市
内
の
民
間
病
院
で
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
を
含
ん
だ
新
診
療
棟
建
設

を
対
象
に
、
県
補
助
金
に
合
わ
せ
市

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
診
療
所
施
設
整
備
事
業
７
百
万
円

　

老
朽
化
し
た
赤
屋
診
療
所
の
改
修

を
行
い
、
山
間
地
域
の
医
療
を
守
り

ま
す
。

▼
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

１
億
45
百
万
円

　

中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療

費
を
引
き
続
き
無
料
と
し
ま
す
。
市

の
単
独
助
成
制
度
で
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼
城
谷
保
育
所
（
仮
称
）
新
築
工
事

補
助
事
業　

２
億
43
百
万
円

　

現
在
の
指
定
管
理
者
へ
の
業
務
移

譲
に
向
け
、
指
定
管
理
者
が
行
う
新

築
工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

鉄
骨
造
１
階
建
で
、
定
員
は
１
２
０

人
、
平
成
31
年
４
月
に
開
所
予
定
。

▼
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
管
理
事

業　

21
百
万
円

　

能
義
幼
稚
園
と
島
田
幼
稚
園
は
、

保
護
者
の
働
き
方
等
の
変
化
に
柔
軟

に
子
ど
も
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
幼
稚

園
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
し
ま

す
。
子
育
て
世
帯
の
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
き
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
事
業　

24
百
万
円

　

平
成
32
年
度
に
完
全
実
施
と
な
る

新
学
習
指
導
要
領
の
小
学
校
外
国
語

教
育
に
対
応
す
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

１
名
増
員
の
５
名
と
し
ま
す
。
小
学

校
中
学
年
の
外
国
語
活
動
、
高
学
年

の
英
語
科
に
向
け
た
先
行
実
施
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
保
育
所
へ
の
訪
問
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

連
携
し
た
事
業
を
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
も
っ
た

子
ど
も
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

▼
学
校
図
書
館
活
性
化
事
業

42
百
万
円

　

新
し
い
学
校
図
書
館
図
書
管
理
シ

ス
テ
ム
を
稼
動
し
ま
す
。
新
シ
ス
テ

ム
は
公
共
図
書
館
か
ら
の
本
の
借

入
、
他
校
の
図
書
検
索
な
ど
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
全
て
の
学
校
図
書
館

に
司
書
を
配
置
し
、
読
書
活
動
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

▼
就
学
援
助
事
業　

42
百
万
円

　

今
年
度
か
ら
小
中
学
校
共
に
次
年

度
新
入
学
の
準
要
保
護
児
童
・
生
徒

に
対
し
て
、
新
入
学
学
用
品
費
を
入

学
前
に
支
給
し
ま
す
。（
昨
年
度
は

中
学
校
の
み
対
象
）

▼
体
育
施
設
整
備
事
業

２
億
83
百
万
円

　

市
民
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
安
全
で
快
適
か
つ
安
心
し
て

利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
提
供

し
ま
す
。

▼
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
安
来
大
会
開

催
事
業　

８
百
万
円

　

９
月
に
月
山
富
田
城
跡
、
総
合
文

化
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ピ
ア
で
第
25
回
全

▼
消
防
団
施
設
等
整
備
事
業

78
百
万
円

　

消
防
団
施
設
等
の
整
備
を
行
い
、

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

今
年
度
は
布
部
分
団
の
拠
点
施
設
整

備
を
進
め
ま
す
。

▼
防
災
対
策
事
業　

15
百
万
円

　

防
災･

減
災
力
を
高
め
る
こ
と

で
、
被
害
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
速
や
か
な
復
旧
を
図
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
（
資
機
材

購
入
、
訓
練
費
用
等
の
補
助
）
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

都市基盤
　生活

32 億
 6 千万円

▼
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
事

業　

４
百
万
円

　

比
田
地
区
で
自
治
会
輸
送
事
業
の

実
証
実
験
を
実
施
し
、
公
共
交
通
空

国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
の
同

時
開
催
で
相
乗
効
果
を
図
り
ま
す
。

平成 30年度は次の施策に取り組みます

▲小学校の英語授業の様子。

▲総合文化ホールでは開館
1周年事業を展開します。
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平成 30 年度一般会計予算

産業
観光
雇用

23 億
 3 千万円

▼
就
農
・
定
住
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業

51
百
万
円

　

受
け
入
れ
集
落
、師
匠
、農
地
（
園

芸
施
設
）
に
加
え
「
住
居
」
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る

就
農
者
を
誘
致
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
と
定
住

に
よ
っ
て
担
い
手
確
保
・
園
芸
産

地
・
集
落
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

▼
絣
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

30
百
万
円

　

９
月
に
開
催
す
る
「
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
」
等
に
向
け
、
施
設
を
改
修

し
ま
す
。
特
産
品
販
売
や
飲
食
ブ
ー

ス
を
充
実
さ
せ
、
来
客
者
の
受
入
態

勢
を
図
り
ま
す
。

　自然
環境保全

5 億
 8 千万円

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業

　

５
百
万
円

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
蓄
電
池

設
備
、
太
陽
熱
利
用
設
備
の
設
置
費

に
対
し
て
、
市
民
を
対
象
に
補
助
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
を
は
じ
め
、
環
境
保

全
の
推
進
を
目
的
に
「
や
す
ぎ
環
境

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

参画
協働

行財政

31 億
 469 万円

▼
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業

　

８
百
万
円

　

５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
「
第
７

回
尼
子
一
族
全
国
大
集
会
及
び
戦
国

尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
市
民
が

中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員
会
で
組
織

し
開
催
し
ま
す
。
戦
国
時
代
を
テ
ー

マ
と
し
、
史
跡
探
訪
ウ
オ
ー
ク
、
手

づ
く
り
鎧
か
ぶ
と
教
室
や
武
者
行
列

な
ど
、
全
国
に
向
け
て
「
歴
史
の
ま

ち
安
来
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

▼
防
災
公
園
整
備
事
業

　

２
億
75
百
万
円

　

安
来
庁
舎
南
側
に
防
災
公
園
を
整

備
し
、
災
害
時
の
避
難
施
設
を
設
け

ま
す
。
平
常
時
に
は
市
民
の
防
災
訓

練
や
研
修
の
場
と
し
て
有
事
に
備
え

る
と
と
も
に
、
市
民
交
流
の
場
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
多
様
な
活
動
に

対
応
で
き
る
施
設
に
し
ま
す
。

▼
地
区
公
民
館
耐
震
改
修
事
業　

１
億
36
百
万
円

　

比
田
・
下
山
佐
・
安
田
交
流
セ
ン

タ
ー
の
３
施
設
に
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
、
建
物
の
長
期
活
用
お
よ
び

避
難
所
と
し
て
の
安
全
強
化
を
進
め

ま
す
。

白
地
域
の
解
消
を
図
り
ま
す
。
実
証

実
験
期
間
を
経
て
、
10
月
か
ら
本
格

運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
販
売
促

進
事
業　

32
百
万
円

　

購
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
分
譲

を
進
め
ま
す
。
①
新
築
支
援
補
助
金

制
度
（
１
０
０
万
円
助
成
）
を
活
用

す
る
『
分
譲
販
売
』
②
35
年
間
有
償

で
土
地
を
貸
し
、
期
間
満
了
後
は
無

償
で
譲
渡
す
る
『
住
宅
地
貸
付
事

業
』
③
51
年
間
月
額
７
千
円
で
宅
地

を
貸
し
、
期
間
満
了
後
は
建
物
を
除

却
し
て
土
地
を
返
還
し
て
も
ら
う

『
定
期
借
地
権
制
度
』

▼
安
来
港
飯
島
線
道
路
改
良
事
業

１
億
91
百
万
円

　

第
一
中
学
校
ま
で
の
補
助
幹
線
道

路
に
つ
い
て
西
側
へ
５
０
０
ｍ
部
分

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
児
童
・
生

徒
の
通
学
時
の
安
全
確
保
を
図
り
ま

す
。

市では寄附金を次の事業な
どに活用しています。

・ふるさと教育推進事業
・総合文化ホール運営事業
・給食センター運営事業
・認定こども園管理事業

「ふるさと寄附」
　　　　の使い道

▲手づくり甲冑で盛り上げます。

オーダーメイド型
　貸工場が下山佐に完成
　誘致企業の要望に合わせて貸工場
を建設するオーダーメイド貸工場が
広瀬町下山佐に完成し、3 月 13 日竣
工式を開催しました。中山間地域の
産業振興と雇用の場の確保のため市
内で初めて整備されたものです。
　使用企業は株式会社豊栄工業（愛
知県新城市）。医療機器など部品製造
を行う会社で、今後 3 年間で 7 人の
地元採用を計画しています。
　市では平成 30 年度も引き続き工
業団地の整備に着手し、企業誘致に
取り組みます。
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